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昨日 23 日に行われた、学習発表会。めあては「学習したことを生かし、心に残る発表会にしよ

う」でした。子どもたちは、一人一人が劇や合奏、全校合唱に一生懸命に取り組みました。ふり

返りの中からは、取り組んだ満足感と充実感が感じられとても良い会になったと私（校長）も胸

が熱くなりました。それぞれの出し物を写真とともにふりかえってみます。 

① 全員合唱「わたしのふるさと」 

18 年前に、当時の 6 年生と先生方で 

作詞・作曲したかわちっこにとって 

とても大切な歌です。毎年歌に新し

い「息吹」を吹き込みながら歌い続

けています。今年も 6 年生北川さん

の伴奏で、河内の自然を思い浮かべ

なが美しく歌い上げることができま

した。 

②４・５年生の劇「思い出に残る楽しい行事」 

４・５年生は、自分たちで作ったオリジナ

ルのシナリオで学校や世界に伝わる行事を

月ごとに劇にして発表しました。ユーモア

や、「嘘をついてはいけない」「ゲームば

っかりするのはダメ」などのメッセージも 

あり、とても楽しくて考えさせる劇になり

ました。来年は５・６年生。良いアイディ

アや働きかけでますます河内小学校を「ス

テキ」にしていってほしいです。 
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③１年生の劇「おおきなかぶ」 

１年生は、生活科で植えた「かぶ」のたね

と国語の「おおきなかぶ」のお話をミックス

した楽しい劇を披露してくれました。４月の 

入学からこんなに長いセリフを、それも国語

の「音読」の勉強を生かして、はっきりと大

きく間を取っていえていたことがとても成長

を感じさせてくれました。 

④２・３年生の劇「虫たちの運動会」 

 ２・３年生は生活科や理科で勉強している 

身近な「虫」たちについて、その特徴やとも

に暮らしていくために人間が、気をつけてい

かねばならないことを劇で表現してくれまし

た。触覚や昆虫の腹の部分の小道具がとても

こっていてステキでしたね。 

⑤６年生合奏「エンターティナー」「ホール・ニュー・ワールド」 

６年生は合奏に挑戦しました。ただ音符を追って合わせて演奏するだけでなく強弱やテンポ、音

色といった音楽の大切な要素を工夫してステキな演奏をしてくれました。美しい音ももちろんで

すが、難しいことに挑むチャレンジ精神とそれに向かって努力する姿が下級生や聴いている方々

に感動を与えてくれました。 

⑥挨拶・司会・ふりかえり 

 ６年生の実行委員が、進行や挨拶を 

とても立派な姿勢や声で下級生を引っ 

張ってくれました。本当に学校の顔、 

中心になってくれてステキでした。 

 


